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※画像処理用組込基板またはPCによる画像処理装置を選択。
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図2：画像処理に必要な機材

07 ｜画像処理

画像処理とは

　画像処理により、カメラから得られる
映像の特徴を捉え形状（文字や形）を識
別する検査や、位置、向きなどを認識す
ることができる。通常ロボットと対象物
までの位置をプログラムする必要がある
が、画像認識によって汎用的に自動運用
することができるようになる。

画像処理に必要な機材

カメラ（カメラレンズ／カメラ基盤）

　カメラは主にCMOSカメラとCCDカメ
ラがある。高速化や高解像度ではCCDが
有利であり、価格ではCMOSが有利とい
われている。さらに白黒カメラとカラー
カメラがあり、色相変化をとらえる場合
はカラーカメラを用いる。これらのカメ
ラは、使用する環境や機能、性能、コス
トなどを考慮して、デジタルチップを搭
載したセンサ基盤とレンズを選定する。
カメラ自体の機能としては、撮影対象物
を画像として２ 次元の細かい画素（ピク
セル）として出力する。
画像処理ソフト／画像処理装置

　カメラから出力された画素を入力し、
様々な処理を行うのが画像処理ソフトま
たは画像処理装置となる。画像処理では
入力した画素から色や輝度を区別し、色
や線形、文字、物体などの抽出や認識を
行うことができる。これらの機能を用途
に合わせて組み合わせ、物体の位置や、 
ラベルの有無、形状の整合性などを出力
する。
照明

　カメラや画像処理を用いる場合一番重
要な要素が照明である。特に利用する環
境に外光が入ったり、対象物が鏡面や凹
凸がある場合に光の反射や影の映り込み
によってカメラや画像処理が正しく動か
ない場合がある。そのような場合は、①
画像処理を利用する環境の照明を調整す
る、②画像処理用の照明を用いて画像処
理に最適な状態にする、③外乱を遮断す
る遮光壁を用いるなどの調整を行う。

画像処理に関する注意事項

画素数

　画像処理は画素数によって精度と処
理速度が変化する。画素数が多ければ
処理精度が上がるが、速度が遅くなる傾
向がある。また高解像度、高速化を図る
ほど高価になるのでコストに合わせて機
材を選定する。
ゆがみ補正

　カメラは設置位置によって撮影範囲が
変わる。対象物との距離が近いと撮影範
囲は狭く、遠い距離は撮影範囲を広くす
ることができる。しかしながら遠い距離
は画素数が粗くなるため精度が悪くなる
場合がある。
　そこで、広角レンズを用いると距離を
変えずに撮影（センシング）範囲を広げる
ことができる。しかしながら広角レンズを
用いると画像が歪曲して見えてしまう。こ
れを補正する技術がゆがみ補正になる。
　ゆがみ補正により、ゆがんだ画像を正
しい形状にすることができるが、あまり
広い角度を補正すると補正率が下がり逆
に精度が落ちる可能性がある。撮影対象
物との距離、使用するカメラ、画像処理、
精度、速度の関係性を考えて適正に選
定、構築することが必要である。

図1：広角レンズのゆがみ補正

光について

　画像処理は所定の光源により精度や
速度が向上する。特に下記の環境に留
意する必要がある。
● 窓が無く一定の照明。
● 窓がある場合は窓から離れた場所で

使用するか、遮蔽壁を設置。
● 蛍光灯などの波長に影響する場合が 

ある。
● 波長域が被る場合、環境外の波長域、

例えば赤外線波長を使用して干渉しな
いようにする。

画像ブレ

　対象ワーク（部材）がベルトコンベアな
どで高速に動く場合、カメラと画像処理
の能力が低いと、画像ブレが発生し正し
く画像処理が動作しない場合がある。そ
こで、対象ワークの許容速度や運用速度
から最適な画像処理速度を計算して画
像ブレを防ぐ様に設計、製造する。もし
くは予めベルトコンベアの移動速度と同
期させてカメラを動かすことで画像ブレ
を軽減させる手法もある。

手ブレ補正機能オフ 手ブレ補正機能オン

　ロボットにカメラという目が搭載されることにより、システムインテグレーションの幅が大きく広がっている。近年、多くのシステムに画像
処理が利用されるようになってきているが、それと同時に画像処理が原因の不具合も多く発生している。画像処理の最新の技術を学ぶと
ともに、注意点をしっかり把握することはシステムインテグレータにとって非常に重要である。

1.画像処理
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外観検査

　ワークの欠損や黒点、曲がりなどの形
状検査を画像処理で行う。ワークの寸法
が大きい場合や、ワークとカメラの距離
が遠い場合にはカメラの解像度が粗く
精度が落ちる場合がある。その場合はカ
メラの解像度を高解像度にするか、複数
のカメラを設置して分散させて画像処理
を行う事も可能であるが、コストや高速
な画像処理専用装置が必要となる。

侵入検知

　ロボットは通常安全柵などを設けて作
業者の安全を確保するなどの安全基準
がある。しかしながら最近ではロボット
との作業を協調・協同に行う作業の要望
が増えてきており、低速や低トルクのロ
ボットの場合は安全柵なしで運用を可能
にするなどの安全基準の緩和が進んで
いる。この場合の安全確保の一方策とし
て、作業者がロボットに近づいた場合に
ロボット動作を低速にしたり、停止させ、
離れた場合は動作を再開させるなどと
いった制御を画像処理を用いた侵入検
知で実現することがある。

産業製造業の主な用途

　画像処理はカメラから得られる映像
の特徴を捉え形状（文字や形）から識別
したり、検査や位置、向きなどを認識す
ることができる。また、レンズのゆがみ
や色の変化を補正したりディスプレイ表
示や３次元的に距離などの計測を行うこ
ともできる。
バーコード・QRコード読取

　バーコードとは帯状の白黒の模様パ
ターンでデータをコード化したもの。光
学センサを用いたバーコードリーダを用
いて非接触で読み取ることで商品情報を
認識することができる。さらに情報量の
多いQRコードがある。

ラベル検査

　ワーク（商材）のラベルの日付や印字、
ラベルずれなどを画像処理で自動検査
する。ボトルなど丸いワークは回転させ
たり、複数の方向にカメラを設置するな
どの工夫が必要である。

ピッキング

　マニピュレータロボットがワークを掴む
動作（ピッキング）を行うために、ワークの
形状や位置・向きを正確に認識する画像
処理が有効である。一般的にはワークが
流れてくるベルトコンベアに画像処理装
置用カメラを設置するか、マニピュレータ
の先端にカメラを設置する。特にワークと
ベルトコンベアなどの台座が区別できる
様な色分けを行うことが重要である。

ライン検査

　画像処理による検査は、鏡面などの
ワークであると照明が反射してしまうた
め不得意であるが、ラインセンシングに
より凹凸などの検査や刻印などの検出が
可能である。

３次元認識（ステレオビジョン）

　２つのカメラを用いてワークの寸法や
ワークまでの距離を計測する事ができる。
これを利用し、ロボットがワークに対し様々
な方向や距離から最適なピッキングを行う
ことが可能となる。最近では双腕ロボット
のビジョンセンサに用いられている。
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 コラム
　先日自動車樹脂部品加工メーカーの機械設備に外観検査ロボットシステムを納めた。

対象部品も事前に借用し社内検証は問題なく、納品後の受入れ検査もOK。しかしながら１ 週間後
に正しく動かないとの連絡が入った。現場を見ると外観検査ロボットと加工設備の間に対象部品を
滑り落とすためにあらたにトイがつけられており、これが外観検査ロボットの撮影内に映ってしまい
誤検知していた。そこで検査範囲を狭めてトイが映らないように修正し正常に動くようにした。しか
しながら機械を稼働させるとさらなる問題として、機械設備の振動がトイを伝わり外観検査ロボット
に共振してしまったため、またまた誤検知してしまった。その他にも工場内に入る窓からの日射の影
響を受けて誤検知することがあった。どうも日射角度が影響しており試験中は影響がなかったが運
用するうちに四季の変化で日射角度が変化して影響してしまったようだ。画像処理を導入する際
にはぜひ環境やまわりの設備の影響（異物、照明、振動）に気を付けて。

最近特に外観検査の依頼が多くなってきた。ただロボット設備を扱うＳＩ企業でも画像処理はまだま
だ難しいとか、高価だからなど断念（敬遠？）されてきた。実際今までの画像処理は専用機を活用し
専門的な技術者でないと正しく判断できなかったが、最近ではスマートフォンで顔認識や文字認識、
物の認識までできてしまう。特に若者が顔認識による画像加工をインターネットに投稿する時代に
なってきた。先日ある工場ではスマートフォンで振動したら撮影、光ったら撮影して異常を検知する
など手軽に生産カイゼンを行っている。今後画像処理技術もより手軽に使える様になってくるが高
度な技術による高性能な画像処理の専門技術者とアイデア勝負で簡単に画像処理を使いこなす利
用者が現れるなど益々画像処理の可能性が高くなるのではないだろうか。

ぜひ、画像処理を身近で使ってみてほしい。


